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2019-2020 ＲＩテーマ ロータリーは世界をつなぐ 

天童東ロ－タリ－クラブ   

「感動と夢の輪を広げ、奉仕の心を持って、ロ－タリ－を楽しもう」 

会長/ 古瀬  正勝 ・ 幹事/ 半澤 清彦 

通常例会 1655 回・本年度第 34回  例会日 2020年 3月 18日 会場 天童ホテル  

司会 /三瓶 誠   ソング /奉仕の理想    タクト /鞍掛彰秀 

会長挨拶   古瀬 正勝 会長 

皆さんこんにちは。先週理事役員会を行い４月の

例会を協議致しました。各役員より貴重なご意見

を頂きました。例を申し上げますと、天童ロータリ

ークラブでは３月２7日の例会を理事会に変更し、

4 月度例会はその理事会で決めること。また、山

形地区各ロータリークラブも、例会を少なくすると

ころがあるようです。 

協議の結果当クラブとして、４月２２日に行われる観桜会を中止にして、フィイナル例会と３５周年記念

式典を一緒に行うことに決まりました。また、4月は例会を 3回行うことになりました。なお、山形県内で

コロナウイルスの感染者が出た時は、すぐ理事役員会を開催しますのでよろしくお願い致します。天

童温泉でも休館しているホテルもあり、他のホテルもお客さんが少ない状況です。これでは経済が廻り

ませんので、私は消費税を５％に戻し、皆さんより買物をして景気を良くして頂きたいと思います。 

オリンピックも政治的な絡みで中止あるいは延期がいまだ決まっておりません。小池東京都知事は自

分の時に、安倍総理も総裁選前にオリンピックを開催したい思惑があるように見えます。国民待望の

オリンピックまであと四カ月です。早目に決めて貰いたいものです。 

さて、本日の卓話は（株）天童木工の加藤専務より、天童木工の会社概要をお話して頂くことにいま 

す。加藤専務、卓話をよろしくお願い致します。 

なお最後になりますが、天童ホテル会長の祭壇が二階に飾られております。お帰りの際はお参り下さ

るようお願いします。 

幹事報告  半澤 清彦 幹事 

1 地区事務局より新型コロナウイルス対策おいて休会もありですが会員

皆で知恵を出しアイデアをだし、例会に変わる方法などを模索して欲し

いとの要望が届いています。また青少年交換留学生に関して、来日学

生全員を母国に帰国させるということです 

2 公益財団法人ロ－タリ－米山奨学会より、業務委託・覚書の件につい

ての依頼が届いております 

当財団と地区は奨学事業の一部を委託する関係にあり、地区と世話クラブは奨学生の世話に係 

わる業務を再委託する関係にある。これらのことは、制度上明確な位置ずけが必要であると内閣府

より指摘を受け、業務委託の覚え書きを締結することになりました 

3 神町駐屯地記念行事開催延期のご案内が届いております、尚延期日程は未定です 

②小学生の出国日数の件について特例措置の連絡が入っております 

4 国際ロ－タリ－日本事務局より、国際ロ－タリ－出版物販売修了のお知らせが届いております。3

月末をもって修了ということです 
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5 国際ロ－タリ－日本事務局より新型コロナウイルスに対する対応について 3/19（木）終日在宅勤

務するとのことです 

 

委員会報告 斉藤幸男会長エエレクト 

 次期役員の発表  別紙 

 

会員卓話  担当 加藤幸男会報委員長スピ－チ概要   天童木工について 

創業は、1940年（昭和 15年）一 6月 12日。今年、創立 80周年を迎えます。 

当初は、弾薬箱など軍需品を生産していました。飛行場に置く「木製おとり飛行機」なども製作しまし

た。戦後、手持ちの材料で戸棚や卓球台を作ったのが家具づくりのスタートでした。1947 年には進駐

軍むけの家具を量産しました。 

これが洋家具との出会いとなります。同じ年に高価な「高周波発信装置」を導入し、成形合板の本格

生産に着手しました。今日の礎となる成形合板家具のはじまりです。 

もう一つの重要な歴史として著名な建築家・デザイナー達との出会いがあります。彼らとの仕事からイ

ンテリアデザイン史に残る名作が生まれました。バタフライスツール、ダッコチャンチェア、低座イス、

柏戸イスなど多くの名作が生まれました。 

売上げの中で多くの部分を占めるのが、公共施設やホテル・オフィスなどで使われる家具です。この

部門を「コントラクト家具」といいます。数多くの設計事務所やデザイナーと協働しています。 

このほかに自動車内装部品の製作も販売面での大きな柱となっています。現在はレクサスの仕事が

殆どです。家具づくりで培われたノウハウが活かされています。 

成形合板は、木材を薄い板にし、接着剤を塗って重ね、型にはめて成形することで立体的な木製部

品をつくる技術です。その特徴は、①軽量で丈夫、②自由なデザイン表現、③材料の無駄が少なく

環境への負荷が少ない、④大量生産が可能、などがあげられます。 

この成形合板の技術に新しく加わったのが Roll Press Wood（RPW）「軟質針葉樹の圧密化・成形技

術」です。柔らかいゆえに家具に不向きだったスギ・ヒノキの欠点を補いデザイン性の高い家具を実

現しました。この技術により、地元の木材を使って家具を作って欲しいとのニーズが高まっております。

弊社としまして、この技術で衰退している林業の活性化に少しでもお役に立つことを願っております。 

さらに RPW に機能を付加した RPW＋として屋外で使える木製品の技術や、燃えにくい木材の技術

にも挑戦しております。今後の天童木工にご期待ください。 

   

 

 

スマイル 報告者 乙高昭市君 

   1  後藤重雄君  結婚記念日のお花有り難うございました 

   2  緑  三郎君  52回目、結婚記念日の花を頂きました 

   3  米野幸治君  会員誕生日、結婚記念日 花有り難うございます 

   4  古瀬正勝君  (株)天童木工 加藤専務 企画部長 森山様 本日は卓話ご苦労様です 

   5  斉藤幸夫君  天童木工のお話楽しみです 

6 新関彌一郎君 天童木工の話楽しみです 

7 鞍掛彰秀君   天童木工さんの卓話楽しみです、貴社の産業医頑張っています 

8 加藤幸男君   講師の森山さん、よろしくお願いします 

 

出席報告  本日会員 53 名  出席者 40 名   93.02％  前回を 88.7％に修正 


